
















熊本地震（2016）では最大震度 7 の地震が 28 時間に 2 回起き、余震活動も活発であったこと
から住宅やライフラインに大きな被害が出た。このとき民放 AM 局である RKK 熊本放送のラ











































































本論文では、地震特別番組を放送した 4 月 15 ⽇






























あと、⽇付が変わって 15 ⽇午前 6 時 40 分から午
前 9 時、午前 9 時から正午にそれぞれ別のパーソ
ナリティーによって放送された。また「本震」
（4/16　1：25　M7 .3）のあとは 16 ⽇と 17 ⽇の午
前 6 時から午後 6 時まで、3 時間ずつ 4 枠を異な
るパーソナリティーが担当し、放送された。提供















































































が約 28 時間の間に 2 回起きたほか、2 ⽇間で震














（38 回）「断水」（37 回）「水道」（31 回）と、「電気」





がそれぞれ 7 位と 8 位に現れたほか、「声」（38
回）、ラジオ制作に携わる人々をさす「スタッフ」
（34 回）、パーソナリティーの名前である「江越」
（29 回）が 44 位までに現れている。
続いて語と語の共起関係を調べるため、頻出語
による共起ネットワーク図を描いた。作図の条件




























1 避難 203 24 お願い 53 35 声 38 43 気 30 48 初 25 53 東日本 20
2 地震 197 24 揺れ 53 35 早い 38 43 今朝 30 48 寝る 25 54 大津 19
3 思う 181 25 来る 52 36 雨 37 43 前 30 48 多い 25 54 朝 19
4 水 174 26 我が家 48 36 皆様 37 43 大丈夫 30 48 不安 25 54 発生 19
5 熊本 170 27 頑張る 47 36 断水 37 43 必要 30 48 復旧 25 54 眠れる 19
6 今 111 27 少し 47 37 メール 36 44 江越 29 49 ありがとう 24 55 リスナー 18
7 ラジオ 108 28 言う 46 37 怖い 36 44 支援 29 49 昨夜 24 55 考える 18
8 情報 105 28 停電 46 37 落ちる 36 44 食料 29 50 ガソリン 23 55 車両 18
9 家 86 29 揺れる 45 38 申し上げる 35 45 自宅 28 50 仕事 23 55 助かる 18
10 皆さん 82 30 RKK 44 38 無事 35 45 倒れる 28 50 市内 23 55 消防 18
11 車 77 30 小学校 44 39 スタッフ 34 45 連絡 28 50 方面 23 55 中学校 18
12 行く 76 30 放送 44 39 時間 34 46 気持ち 27 51 たくさん 22 55 南阿蘇 18
13 出る 75 31 住む 43 39 生活 34 46 使える 27 51 テレビ 22 55 北 18
14 被害 66 31 人 43 39 東京 34 46 駐車 27 51 過ごす 22 55 流れる 18
15 大変 64 32 トイレ 42 40 元気 33 47 radiko 26 52 ガソリンスタンド 21 55 力 18
16 電気 62 33 家族 41 40 災害 33 47 おはよう 26 52 宇城 21 56 祈る 17
17 昨日 61 33 本当に 41 40 状況 33 47 こんにちは 26 52 益城 21 56 協力 17
18 方々 59 34 今日 39 40 入る 33 47 安心 26 52 感じる 21 56 降る 17
19 聴く 58 34 続く 39 41 帰る 32 47 瓦 26 52 近所 21 56 食べる 17
20 近く 57 34 物資 39 41 見舞い 32 47 強い 26 52 現在 21 56 震災 17
21 聞く 56 35 給水 38 41 自分 32 47 使う 26 52 電話 21 56 送る 17
22 余震 55 35 見る 38 41 渋滞 32 47 状態 26 52 娘 21 56 大震災 17
23 心配 54 35 持つ 38 42 心 31 47 先ほど 26 53 屋根 20 56 店 17
23 被災 54 35 出来る 38 42 水道 31 47 道路 26 53 外 20 56 届く 17

































































































































































































































































































































































と F「支援の申し出」はそれより少ない 89 件と













No. 日時 分類 メール文面 住所 差出人 件名・メモ アドレス
要素
件数














353 4/17	10：55 C 今日 9時頃バイパスを、合志方面か
ら、神水方面へ向かっていました




































































2 時間 40 分、戴きましたが……まだ貰えて
いない方が長蛇の列です。夕飯にはありつけ






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の特徴を分析する。1 時間ごとの変化を図 3 に示
した。
メールは 14 ⽇午後 9 時 26 分に「前震」が起き
たあと、⽇付が変わって 15 ⽇の午前 3 時 42 分に






「本震」が 16 ⽇午前 1 時 25 分に起き、その後メー
ルが再び寄せられるようになった。数は時間を追
うごとに増え、16 ⽇午前 9 時台から午後 4 時台
にかけてピークを迎える。特に午前 9 時台と午後
3 時台、午後 4 時台に多く寄せられている。また
17 ⽇の午前 7 時台から午後 2 時台にもそれより
小さいピークがみられた。保管されていた最後の













































































4月 15日 4月 16 日 4月 17 日
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番は 2 章で述べたように 15 ⽇午前 6 時 40 分から
正午と、16 ⽇と 17 ⽇の両⽇、午前 6 時から午後
6 時まで放送された。特番の放送がなかった 16























に E「支援の要請」が 16 ⽇午前 9 時台から午後
1 時台にかけて増えていく。⼀方 F「支援の申し
出」が増え始める最初のピークはそれより遅く












































































A 個人の感情 B 被災者への連帯 C 被害者の報告 D ラジオへの親しみ
E 支援の要請 F 支援の申し出 G 音楽 H その他
83災害時にラジオを取り巻くコミュニケーションの共感性
台にかけて増加し、そのあと午後 6 時台に向かっ
て収束する。17 ⽇も A「個人の感情」と C「被
害の報告」は件数として最も多いが E「支援の要
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Empathy in Communication via Radio 
in Times of Disaster: Based on an Anal-
ysis of Listeners’ E-mails during the 
Kumamoto Earthquake Disaster
Chisako Omuta, Masahiro Sawada and Yoshiteru Murosaki
Abstract:
During the 2016 Kumamoto Earthquake disaster, two major earthquakes 
occurred in 28 hours along with active aftershocks, causing severe damage. At that 
time, the radio department of RKK Kumamoto Broadcasting Co., Ltd., a commercial 
AM station, received a total of more than 400 e-mails from listeners over a period 
of three days and special programs featuring the emails were broadcast. This paper 
analyzes the e-mails focusing on the “empathy” expressed in them to discuss the new 
role of radio in times of disaster. The elements that make up disaster broadcasting 
have been defined in previous studies as “disaster mitigation,” “damage reporting,” 
“safety information,” and “daily-life information.” However, the results of the e-mail 
analysis show that broadcasting featuring “empathy” created communication 
between disaster victims and the media, among disaster victims themselves, and 
even between listeners outside the disaster area and disaster victims, and gave 
victims strength. It has been shown that “empathetic broadcasting” based on 
listeners’ “empathy” is an important role radio can perform not only in normal times 
but also amid a disaster and in the process of post-disaster reconstruction.
Keywords:
Kumamoto Earthquake, radio, e-mail, disaster broadcasting, empathetic 
broadcasting
